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【手続補正書】
【提出日】平成27年11月17日(2015.11.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　D-Arg-2',6'-Dmt-Lys-Phe-NH2を有効成分として含む、対象における上昇したCD36発現
を減少させるための医薬組成物であって、前記上昇したCD36発現が糖尿病性網膜症と関連
している、前記医薬組成物。
【請求項２】
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　経口投与、局所投与、鼻内投与、全身投与、静脈内投与、皮下投与、筋肉内投与、経皮
投与用に処方されている、請求項１記載の医薬組成物。
【請求項３】
　対象がヒトである、請求項１記載の医薬組成物。
【請求項４】
　対象においてマクロファージ浸潤を低減する、請求項１記載の医薬組成物。
【請求項５】
　対象において微細血管内皮細胞機能障害を低減する、請求項１記載の医薬組成物。
【請求項６】
　尿細管細胞アポトーシス治療用の医薬組成物であって、ペプチドD-Arg-2',6'-Dmt-Lys-
Phe-NH2を有効成分として含む、前記医薬組成物。
【請求項７】
　経口投与、局所投与、鼻内投与、全身投与、静脈内投与、皮下投与、筋肉内投与、経皮
投与される、請求項６記載の医薬組成物。
【請求項８】
　腎間質性線維症を低減する、請求項６記載の医薬組成物。
【請求項９】
　腎マクロファージ浸潤を低減する、請求項６記載の医薬組成物。


	header
	written-amendment

